
芦餅寺の娼尊（オンバサマ）とお召し替え行事

福江 充
＊

はじめに

立山山麓芦餅寺 村の年中行事のうち、一風変わっ

たものに 「オンバサマ（編咄）のお召し替え」があ

る。 村のI判l臨堂に祀られた老婆姿の「娼椋」（写兵

1·2·3)のお召し衣を、村人が年に一度新しいもの

に舒せ替える民俗行事であるが、平成16年7月16日

付けで証山県の無形民俗文化財に指定されている。

この行・・事について言及した文献には、「立山民俗

立山地区民俗査科緊念揺）査報告：苫J I l、 川口久雄

「立山位陀羅と姥神信仰ー放煙本十王経画巻の投彩」

21 ヽ「ふるさとの風と心 窃山の習俗』八乾美奈子

「立山娼粒考」 ，

II 、拙柏「娼椋のお召替え行事につ

いて」.)、菊池武［我が国の擬死再生儀礼と立山布

柏大泄頂会（後益D j Gl、佐伯喜代男編狛「オンバ

サマとお召替え」 ”、などがある。 しかし、このな

かで最初期(1969年）に刊行された『立山民俗」に

おいてさえも、大田栄太郎氏が娼祢のお召替えにつ

いて、「昔はお召替えすることによって、なにか御

利益がある。 といわれていたのかも知れないが、今

は尋ねて見たが、それらしい御利益の話しは1俎けな

かった。 従って今は、一つのしきたりとして行われ

ているという程度であるらしい。」と述べるように、

当時すでに行事の意味はすっかり忘れ去られてい

た。 そこで、本稿ではこの温胞のお召し替え行事に

ついて、 まずその当該粉である燐椋を検討し、次に

江戸時代と現在の行事内容を比較検討することで、

その本質的な意味を考察していきたい。

この行事は、芦餅寺の数多くの年中行事のなか

で、娼杓．に対して唯一直接的な所作をともなうもの

である。 したがつて箪者は、これを題材として検討

してい＜ことが、従来芦隙寺の立山信仰の根源とみ

なされてきた娼椋の正体を明らかにすることにもっ

ながると考えている。

1 芦絣寺の娼尊について

1 . 1 娼堂と娼苔

江戸時代、娼谷川の左岸、1却砥堂の先の布橋を渡

った所に、 入低屋造、居様の編堂が立っていた叫

笠内には本］翌3体の娼粉像が須弥坂上の厨子に祀ら

れ、さらにその両脇栢上には、江戸時代の日本の国

数になぞらえ、66体の温祁像が祀られていた 91 。 そ

の姿は乳房を垂らした老婆で、片膝を立てて坐す。

容貌は醜悪で、髪が長く、 目を見開き、中には口を

カッと1井jけたものや般若相のものもあり、いかにも

恐ろしげである 10) 。 現存の像は、いずれも南北朝時

代から江戸時代にかけて作られている（現存最古

の娼将．は永和元年〔1375〕に成立したものである 111
) 。

＊窃山県［立山柚物餡］

この異形の温祢は、芦l隙寺の人々にはもとより、越

中国主佐々成政や加賀初代湘主前田利家らの武将た

ちにも、芦餅寺で泣も巫要なお体として位骰づけら

れ、駆く信仰されてきた 121。

1 . 2 娼蓉に関する研究史

立山山麗の芦絣寺と岩隙寺は、ともに立山信仰に

関わる宗教村落だが、その基陪の信仰内容は大き＜

異なる。 端的に言うと、芦絣寺は温胞信仰が基陪で

あり、岩耕寺は刀尾天神信仰が基陪である 13) 。 それ

ゆえ、芦隙寺の温祢お召し替えや布稔大泄頂法会な

どの行事も含め、同寺の立山信仰の内容を理解する
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写真1 木造温乾坐像（芦蛉寺閤炭堂所蔵）

--, 

写真2 木造娼苗坐像（芦絣寺梱麿堂所蔵）

写真3 木造娼並坐像底部の品む銘文



には、 その基陪の温祢信仰を見ていく必要がある。

しかし、 温椋はなかなか複雑かつ不思誠な祢格であ

り、 その起源や正体をめぐり、 これまで先学諸氏の

間で度々論義がなされてきた。 そこでまず、 先学

の温椋に対する学説を、 各論文の要点部分を抽出す

る形で整理しておきたい。

【木倉戯信】「立山古文：苫について」（木倉数信甜

「越中立山古文苫』所収、 339頁~352頁、 立山開発

鉄道株式会社、 1962年12月）。「それはさて、 娼椋の

正体はどうも明らかでない。 男性神である立山神に

呼応する女性神でもあろうか。 幾多の田品を泄漑す

る新川（常願寺川の古名か）の守渡神をこの地に祀

ったのが当初の姿であり、 これが新川神社でもある

まいか。 この神社より奥を聖地として女性の入山を

タプーとしたのが、 もしや古代の姿であり、 爾来女

人結界か厳守され、 この神社が本地垂迩により温堂

に転じたのではあるまいが。 芦餅にはその耕のよう

に作字を使う風がある。 娼の字もその一つ。 扁は女

性を、 労は多くの田を意味するようである。 後には

老婆や姥に通じてゆくが、 それは本来のものではあ

るまい。 編神は、 仏教臭で殺われた中世から、 更に

近世あたりでは全く女人成仏の対象としての儡杓：と

化する。」

［炭瀬誠】「立山御姥信仰の一考察」（「信涙第16巻

策1 号〔通巻第169号〕」所収、 29頁~43頁、 信涙史

学会、 1964年 1 月）。 のちに、 高瀬巫雄編「白山・

立山と北陸修験道（山岳宗教史研究叢：苔10)」（名著

出版、 1977年9月）、 廣瀬誠 「立山黒部奥山の歴史

と伝承」（桂杏房、 1984年10月） に再録される。「姥

剪はまさに原始母神ともいふべき造化の三女神だっ

たのである。 三j原の形で表現されているところは、

弥陀三胞など仏教 の影押も受けているのであろう

が、 その三将．が造化の神とされている点、 古事記天

地初発の三神ー天之御中主神・高御産巣日神・神産

巣日神の考え方とも共通している。」「芦雌では、 ま
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ず大日岳に；馬り芳＜姥葬の信仰があって、 のちに立

山の信仰が発生し、 前者が後者の中に包摂されてい

ったのであろう。 しかし包摂されたのは表っつらだ

けで、 姥堂伝仰は泣後まで立山信仰の中で涙い異臭

を放っていたのである。」

「造化神が女性である点も注目に値する。 記紀の神

話に類似を求めるならば、イザナミノミコトである。

万物を生んだ造化の斑神で、 しかも「寂滅の本土に

帰」り、「衆生生死の惣政所」になったという点、

イザナミが国土山川草木を生み生んで、 最後に死ん

で黄泉つ大神一幽冥界の神となったのとあまりにも

似ている。（中略） このような考え方ー造化の神が

女性で、 万物を生んだ後死んだという観念は、 日本

人の問に古くからあった一つの宗教思想であろう。

それが中央では記紀の神話に花咲き、 天ざかる越の

片田舎では、 このような土臭い信仰となって現れた

のであろう。 冥府の神であるから醜悪な姿と考えら

れ、 死界の連想から奪衣婆と同じ形態に作られるに

至ったのであろう。」

「姥腺の神格はまことに複雑で、 山姥・ 山の神的な

性格、 柏の袂を守る関の神的・迫祖神的な性格も併

せ持っている。（中略） しかし立山の御姥が泣も強

＜打ち出したのは、 母神にして冥府神といふ性格で

あった。」

［石原与作】「立山中宮寺娼神の性格(1 )」（「越中

史坑策29号」所収、 34頁~40頁、 越中史坑会、

1964年7月）。「立山中宮寺温神の性格(2)」（『越中

史坊第31号』所収、 19頁~27頁、 越中史射i会、

1965年5月）。「娼神は猟人の祀る山神と、 村境を守

る塞の神に端を発し、 その後、 菜民の祈願する地母

神、 穀母神化し、 三転して広く天下の女性の産褥死

を免れ、 安産祈願としての生殖神として蓉敬をうけ

たものである」

［米沢康］「立山娼粉信仰の源流」（「藝林第16巻第

4 号』所収、 142頁~153頁、 藝琳会、 1965年8月）。
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「論じてここに至れば、 古代信仰史上におけるウパ

神が、 実に地既神であると同時に穀母神であり、 ま

た水母神でもあった竜蛇神の謂といふ古代神観に立

戻らない訳にゆかない。 そして、 アシクラジに天降

りました神も、 原古的にはウバ神の名にそむかぬ造

蛇神ではなかったらうかの推測に禅かれる。↑意測す

れば、 立山においては神仏習合に際して山中浄土思

想の展開、 殊に地猿観の成立が顕著であった。 白山

の迎形神が十一面観自在椋の慈悲の玉り本に転じたに

対し、 芦耕寺の竜蛇神はさうした故にウパ神からウ

パ蓉へ、 すなはち三途川の忠衣婆の如き具象化への

道をたどつたのではなかつたらうか。 また、 ウバ神

からウバ灼iへといふ変化の故に、 やがてウバ粉伝承

に権身たる神の示現相（ウパ神＝竜蛇神）が脱落し、

ウパt夕そのものの降臨が物語られることとなったの

ではなからうか。」

【川口久雄】「立山袋陀羅と姥神信仰一牧煽本十王経

画巻の投彩」（『日本海域研究所報告第5号」所収、

金沢大学日本海域研究所、 1973年3月）。 のちに、

川口久雄「山岳まんだらの世界 日本列島の原風菜

l』(161頁~209頁、 名落出版、 1987年12月）に再

録。 「こうして私は辿くはるかな代の山の神として

の山姥的女仙的存在を考える。 それは弥生人にとっ

ては穀物神であり、 縄文人にとっては熊の神の化身

ーいや毛皮や木の葉をまとった女体であったのでな

いか。 より根本的にユ ーラシア内陸の大地低神的な

性格のものがその原形に考えられるのではないか。」

【菊池武】「我が国の擬死再生儀礼と立山布橋大泄頂

会（後岱）』（窃山限［立山栂物館］、 1995年3月）。

「女人禁制の結界において、 山の神の化身たる姥蓉

を祀る女人堂としての姥棠に、 山伏迄の地獄信仰の

唸伝教化により、 仏教の十王思想の三途川の畔の球

衣婆が、 披界的な守設神として巫なり、 より女人救

済の面を初彿させていく。 この姥おは、 いみじくも

五頭山 （新潟県）の硲徳寺の「綬婆粉略縁記」で、
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「外面は極悪念怒の相をしているが、 内面は慈慇大

悲の涙を流し、 罪に苦しむ人々を敬う」と説いてい

る様に姥Y.�-信仰の本源はこにあるのである。 この姥

胞も、 各地の山岳霊場に顕労に見られたが、 立山で

は血の池地獄からの女人救済・女人往生・無病長寿

を前面に出していた。 今日継承されている各地の多

くの姥祢は、子授け• 安産 ・ 育成など、 女性・子供

の守殴神として信仰されている。 つまり、 あの世と

この世の災は、 生から死へ、 死から生へという、 両

方の世界を司っており、 造化の姥豚が人の涎生• 生

長という生命力の守護神として捉えられていたので

ある。」

【米原叫「芦絣寺うば豚の性格とうば粉．像造立の背

屎ー山姥の伝承から 一」（「富山県［立山t瑚物館］研

究紀要 第8号」所収、 105頁~111頁、 盆山県［立

山栂物館］、 2001年3月）。「「山姥」伝説として古来

付与されていた性格を①桜界神、 ②山姥と焼畑と数

秘、 ③姫神とうば椋、 ④醜貌、 ⑤石にまつわる伝説

などの点から芦餅寺うば粉とを比較してきたが、 結

果娼苔は「山姥」の一変形とみることができる。 即

ち、 永和元年(1375)の娼椋像は立山山荷でかつ里

山という芦絣寺の立地を背娯に全国的に広がりを見

せていた「山姥」信仰を基相に造立されたものと考

えることができる。 その後立山本来の地猿信仰に加

えてしだいに広がりをみせた阿弥陀信仰に取り込ま

れ、 江戸時代には閻脱堂、 布柏、 おんば棠が一体と

なって擬死再生の儀式「布栃泄頂会」 が創出され、

女性救済の中核として全国に多くの信者の崇敬を集

めたのが娼粉．である。」

以上、 先学諸氏の温祢に対する学説の要点部分を

抽出した。 これらのなかで、 諸氏が温灼．信仰の源流

を、 仏教思想の影特を受ける以前の「神」に対する

信仰として位四づけている点は、 いずれも共通して

いる。 しかし、諸氏の学説をより厳密に検討すると、

それぞれの視点や分析方法、 論の展開などが微妙に



異なっていることがわかる。

木倉説は、 芦絣寺の娼椋を新川（常顧寺川）の守

設神とした。 しかしその根拠は具体的に示されず、

立論までに至っていない。

廣瀬説は、 立山縁起やその他の立山に関する文献

史料からうかがわれる芦隙寺の娼粉．の性格と、 記紀

の古代伝承との比較的考察から、 ウバ帷の源流が、

万物造化の既神であるとともに冥府主催の女神でも

あるという古代の万物生産神に求められていること

を論じ、 そうした古代信仰が中央では記紀の神話に

位岡づけられたのに対し、 地方ではこのように泥具

い信仰となって現れたのであって、 しかも本来は、

まず大日岳に憑り沿く神であったろうと考察してい

る。

石原説は、 芦絣寺ー山会所蔵の江戸時代後期の年

中行事次第：苫から温店の性格を分析し、 それに従来

の民俗学の成果を重ね合わせて考察したものであ

る。

米沢説は、 娼_j慇信仰の源流が山の神であるという

熙瀬説•石原説を踏まえたうえで、 新たに田中勝蔵

氏の民族学・神話学・言語学· 民俗学を駆使した古

代ウバ神に関する研究成果を援用し、 さらに白山信

仰の展開事例とも比較しながら、 芦隙寺ウバ粉信仰

の信仰的源流は、 遥かな淵源と古代的普遍性をも持

っていたと考察している。 そしてウバ神＝箪蛇神と

位阻づけた。

川口説は、 まず芦餅寺古記録などの文献史料か

ら娼将．の性格を分析し、 さらに内陸アジア的な民間

信仰の十王冥府の思想と習合して布柄大椛頂の原型

が組織立てられ、 次第に形を整えていったことを考

察している。

菊池説は、 文献史科や椋像・伝承査科などを駆使

し、 芦l柳寺・越中• 他国（山岳霊場 ・ 社寺 ・ 平地）

の姥将．の性格を分析・比較し、 それらの特徴や共通

点を求めたうえで芦絣寺の娼椋の性格を考察してい

る。

米原説は、 里山である芦隙寺の立地や生業、 宗教
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的背菜から、 民俗学的に南北朝時代の永和元 年

の娼．椋像が「山姥」信仰を基相に造立されたことを

考察している。

こうして見ていくと、 炭瀬氏• 石原氏・菊池氏 ・

米原氏は、 文献史料や椋像・伝承査料などを活用し

た歴史民俗学的な方法で分析を試みており、 いずれ

も総体的な論旨としては、 おそらく生業や環桜、 時

代による各地の姥祢の展開過程は梯々であろうが、

その原初的な姿を山の偲源カ J,1) から発生した「山の

神」あるいは「山姥」などに位阻づけるといった、

民俗学的な結論を祁き出している点で共通してい

る。 ー方、 川口氏や米沢氏は上記の学説を踏まえた

うえで、 さらに姥胞信仰の展開過程について考察を

進めている。 特に米沢氏はその際、 歴史学的な方法

をとり、 解明への一視角として迎蛇神に着目してい

る。 しかし残念ながら、 現地（芦餅寺）で、 それが

具体的にどのように展開していくのかといった問題

については言及がない。

さて、 こうした先学諸氏の学説は、 一見するとな

かなか噛み合わないように感じられる。 だが、 前述

のとおり各氏とも視点や結論は所々微妙に異なると

はいえ、 検討時のスタ ー ト台ともいえる娼粉の原初

的な姿については、 山の毎源力から発生した「山の

神」あるいは「山姥」などを指摘している点でいず

れも共通しており、 したがつてこれらの学説を、 時

問軸を設定してその適所に組み込めばひとつの論と

して十分成立するように思われる。

そこで筆者の分析方法として、 まず地元芦除寺の

立地や珠袋、 生業、 芦 1隙寺に残る文献史料、 神像 ・

仏像、 伝承などを総合的に検討し、 それを基盤とし

て、 次にそこに芦絣寺への地獄思想や十王信仰、 浄

土教などの流布・受容の問題、 宗教村落としての形

成過程の問題などを、 時 l団］軸を設定して組み込むこ

とで、 従来説をひとつの流れとして整理し、 箔者な

りの「芦耕寺娼椋論」を梢築していきたいと思う。
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1 . 3 大日岳の山の神を起源とする芦耕寺の娼諄

芦餅f寺は椋高約400メ ー トルの高所に位悶し、そ

の自然哀換（気温 ・ 日照時問 ・ 水温などの問題）か

ら稲作には適さない村であった。芦餅寺の産物を杏

き上げた享保20年(1735)の「越中分涯物杏上娠J
15) には、杉・禅定松・プナの木・山桜 ・ 硫黄・雷

応・大豆 ・ 小豆・かぶら菜・大根 ・ 芋 ・ 茄子．梨 ・

柿 ・ うど ・ 蕨 ・ 薇・＜ぐみ ・ ぎぶす ・ すすき ・ あざ

み ・ 蕊・山鳥・雉• 熊 ・ 大犬・格・むま・裂 ・ 山か

げ ・ からす蛇などの品目が脇げられているものの米

は見られず、この村では主に狩猟や焼畑、炭焼、木

挽などを生業としていたことがわかる叫このよう

な立地 ・ 環境• 生業からとらえると、芦絣寺の場所

は「ヤマ」～「サトヤマ」として位悶づけられ、さ

らにその中核である芦誼中宮寺は「山宮」として位

骰づけられる。

さて、芦餅寺梨落の東方約1km、常願寺川右岸

に張り出した中位河岸段丘上（志胞神社周辺）に古

屋敷迫跡が存在するが、この辿跡からは縄文時代中

期前葉から後期にかけての土器がほぼ連続して発見

されており、長い間、住居地として利用されていた

ことが推測されている心こうした辿跡の存在や、

前述したような芦齢寺の江戸時代の実態から推測す

ると、芦絣寺地域には立山信仰を母胎とした宗教村

落が形成される以前から、猟師や柚• 木挽などの山

民や焼畑謀民が存在しており、彼らはいずれも山の

母源力から発生した「山の神」 18) を信仰していたこ

とが十分考えられる。

猟師たちが信仰した山の神は絶えず山に常住し、

山の自然（山に棲息する生物）の支配者としての性

格をもっていた。ー方、焼畑此民が信仰した山の神

は、自然神の性格に加え作神の性格も兼ね備えてい

た。そして両方の山の神ともおそらく女性神で、沢

山の子供を産み、恐ろしい性格の持ち主だと信じら

れていた叫芦齢寺の加儡悲［は、まずこうした女性の

山の神に端を発するのではないかと考えられる。

なお、山民のなかには特別な虚力を持ち、山の神
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と交信できるシャ ー マン（巫女）20) がいた。 立山開

山者の佐伯有頼についても、実際には山民のなかに

存在したシャ ー マン（巫女）が立山を閲いたはずな

のに、後の縁起で脚色され、四族の佐伯有頼が開山

者にされたものであろう。他の霊山では、山民が先

に開山したのに、後から山に入って来た高倍に山を

譲り、名目的には高俯の開山になるといった事例が

多く見られる2l)。そうなると山民の山の神に対する

基陪信仰が影を潜め、高俯のもたらした仏教信仰の

みが前面に立つ場合が多い。しかし芦絣寺では、仏

教信仰が次第に強くなっても、例えば立山開山縁起

にしっかりと狩猟に閃わるイメ ー ジが盛り込まれて

いたり、江戸時代後期になっても一山の年中行事の

な か に 山の 神 を迎え る「げ い の 山」 221 の儀式

や、 娼��i. の山の神としての性格を示す「おも．きも

き」 23) の奉納、及び嫁祝いの風習、嬬葬に小袖や

布・帯を奉納する風習�I) などが見られるように、土

沿の山民や畑作此民に端を発する山の神に対する信

仰が相当存在感を示しており、教義に基づ＜仏教信

仰とうまく共存していた。このような状況を象徴し

て、芦耕寺の前面に堂々と立っていたのが娼椋だっ

た。

土沼民の信仰の根強さは、芦絣寺地域における旧

志膨村や志膨神社の位骰、娼堂と講堂の配岡のあり

方などによく表れている巧）。すなわち芦餅寺では、

立山開山者の末裔とされる佐伯 一族よりも古＜から

この地に先住していたと伝えられる志廊一族（ルー

ツは山民と考えられる）の村は、突永4 年(1627)

に加質藩によって芦雌寺村に併合されるまで気芦

絣寺集落よりも山手に単独の村として存在していた

ぢ）。また、娼谷川及びそれに架かる布橋をこの世と

あの世の桜界として、この世側（里側）に阿弥陀三

椋を祀っ た 講 堂 が 建 て ら れ 、 あ の 世 側 （ 山側）

に娼椋を祀った娼堂が建てられていた。 本来、阿弥

陀如来は来世の救済仏であるから、それを祀る講堂

はあの世側に建てられてしかるべきである。しかし、

そこにはすでに土沿の山民や畑作此民らの信仰に端



を発する娼椋がどっしりと腰を据えておりびくとも

しない。 結局、 阿弥陀如来は娼椋にとって代わるこ

ともできず、 あの世の領域から閉め出されるように

して、 不自然ながらこの世の領域に祀られたのであ

る。 阿弥陀如来も追いやる儡祢、 その霊威はさぞか

し強力だったに辿いない。

立山信仰史のなかで、 例えばこの娼粉をはじめ、

芦絣寺に定約した山問修行者がもたらしたと推測さ

れる不動明王竺「大日本国法華経験記』や［今昔

物語集」の立山地獄説話にも関わりがみられる初利

天の帝釈天2!)) など、 古＜から登場する諸椋はいずれ

もあの世側に祀られている。 ー方、 その後の十王信

仰や浄土教の芦餅寺への流布で造られた閥腐王など

の諸府や阿弥陀三お、 立山朋山慈典上人などの仏像

はこの世側に祀られている。 前述の志胞村の立地や

こうした配悶から、 芦耕寺集落では温堂側の袋内地

が講堂側の挑内地よりも古＜から形成されており、

山手側から里側へ向かって宗教施設が拡充されてい

ったと推測される。

ところで、 芦隙寺の山民や焼畑此民にとって、 山

の神の代表格は大日岳の山の神だったに辿いない。

それは、 彼らの狩猟や焼畑などでの中心的な活動場

所が、 主に大日岳に連なる山々だったからである。

こうした大日岳の山の神は、 娼堂の近くに祀られた

彩向石に降り立っとされた301。 彼らは、 その磐座に

降り立つ精神的で目に見えない山の神に対し、 迎＜

とも南北朝時代の頃までには、 子供を産む毎性的な

山の神のイメ ー ジや、 そうした山の神に仕える巫女

JI) のイメ ー ジ（中世には里人から鬼女として妖怪視

されるようになり、 山の神のイメ ー ジと合体して山

姥32) のイメ ー ジが形成された門、 次節で述べる三

途の川の甜衣婆のイメ ー ジなどを具象化して娼祢像

を造立し、 さらにそれを、 彩向石の近くに堂（のち

の儡堂）を建てて祀ったものと考えられる。

1 . 4 三途の川の奪衣婆と習合した芦耕寺の嬬尊

前節で芦耕寺の娼腺は、 当地の山民や焼畑牒民が

福江 充／芦餅寺の姐人序（オンパサマ）とお召し枠え行事

信仰 し た 大 日 岳 の 山 の 神 に端 を 発 す る と 述 べ

た。 娼椋がそうした山の神の性格を備えていること

は、 それと不可分の関係にある水の神の性格も備え

ていることを意味する。 すなわち、 儡粉は芦絣寺集

落の背後にそびえる来拝山の水分神（水の神）の性

格も兼ね備えていた。

来拝山の山腹に「蛇ワミ」という所がある3-1) 。

「蛇」は日本では古＜から水の神の象徴として崇拝

され、 あるいは畏怖されてきた動物である。 また、

「ワミ→ハミ」は毀の異名である。 だから蛇ワミは

水分神がいる所ということである。

この場所を水源地として、 温谷川が芦餅寺集落

の東端を流れている。 この川の中流域には湿地やi勇

水地が多く、 芦耕寺の人々は、 この川の水を生活水

として利用した。 しかし時には暴れ川にもなり、 江

戸時代には布橋の土台の石垣を度々壊している。

このように芦餅寺の人々には、 娼谷川は水分神が

支配し、 恵みと迷惑の両方をもたらす川だった。 そ

のため、 その水分神を儡谷川下流の芦餅寺梨落に迎

えて祀ったものが、 同寺の娼．椋だった。 したがつ

て娼椋は、 前節で指摘した山の神の性格と水分神の

性格を兼ね備えていた。 なお、 水分神のいる来拝山

は大日岳山塊の最末端なので、 儡おの起源である山

の神と水分神の二神は、 根本的に大日岳の山の神と

いえよう。

それではなぜ、 来拝山の水分神は儡椋の姿をとり

えたのか。 それを考えるには姥神の性格をみてい＜

必要がある。

姥神は、 一般的に子供の守り神として信仰された

が、 その伝説には水辺に関わるものが多く、 姥神は

水の神であるとも考えられていた35) 。 例えば、 姥が

水中に落ちた子供の後を追うといった入水伝説や、

あるいは姥ヶ淵．姥ヶ池といった、 水辺に関わる地

名が全国各地にみられるのもその表れである。 さら

に、 水に関わる伝説から派生し、 淵・池• 井戸など

の底が、 この世とあの世の桜界をイメ ー ジさせ、 姥

神が生と死との様を守る神としても信仰されるよう
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になった。このような姥神の水の神としての性格に

基づき、 来拝山の水分神は姥兄釦の姿をとりえたと考

えられる。

こうした山の神と水の神に端を発した芦前寺

の温おは、 その後、 同村が宗教村落として形成され

ていき宗教者主祁の村に変わっていくと、 鎌倉時代

頃から日本で盛んになった外来の十王信仰の彩評を

受け、 南北朝時代頃までには三途の川の称衣婆と習

合した。

十王信仰は、 冥界に10人の王がいて忌日ごとに亡

者の生前の罪業を裁くという信仰である。古代中国

に起こった信仰で、 庖代中頃成立の『仏説閥羅王授

記四衆逆修七往生浄土教』によるところが大きいが、

日本の十王信仰は、 同経に基づいて12世紀末、 平安

時代末期に成った偽経の「仏説地蔵菩薩発心困縁十

王経」によるところが大きい。 そして奪衣婆が初め

て現れるのはこの経典においてである％）。もっとも

奪衣婆がこの経典以外に初めて現れるのは、 長久4

年(1043)頃に成立した「法華験記jにおいてであ

る。そこに収められた、 迎秀法師の他界遥歴ー藤生

諏のなかに翁衣婆が姿を現わす。 ただし三途の川の

用語はみられるものの、 蒋衣婆の用語はみられず、

「姻の鬼」といった用語で表現されている37) 。 なお

近年、 川村邦光氏381 は、 この称衣婆の図像が日本で

生み出されたことや、 その際、 日本の中世社会の産

婆のイメージが投彩されたことなどを指摘してい

る。すなわち、 奪衣婆の図像は、 源信の「往生要染』

の地獄が図像化された段階では現れず、 それにr地

蔵十王経Jの所説が加えられてはじめて出現するの

だと指摘する。また、 現存披古の作品は鎌念後期の

ものであるが、 おそらく平安末期には既に現れてい

たと推測する。

さて、 こうした十王信仰は、 芦絣寺では、 同寺の
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閻脱堂に現存する木造の閥脱王坐像や儡椋坐像など

が物語るように、 南北朝時代までには受容され、 村

の主要な信仰となっていた。 同寺が外来の十王信仰

を早くから受容し、 とりわけ重視した背娯には、 立

山が地獄の山として、 平安時代から既に都の設族社

会を中心にある程度人々に知られていたことがあっ

たからと考えられる。なお、 こうした芦餅寺の十王

信仰の受容時期から考えると、 現存最古の永和元

(1375)年の娼祁像も、 その姿や容貌はおおむね称

衣婆のそれであろう。 ただし、 当時の編祢は容貌こ

そ封認衣婆とはいえ、 まだ前述の山の神や水の神の性

格を強く帯びていたに迩いない。

江戸時代、 翁衣婆の信仰が庶民に広まり益々盛ん

になるにつれ、 芦餅寺の温おも翁衣婆そのものにな

っていった。 この奪衣婆は、 生と死の桜である冥途

の入り口に坐し、 殺生与奔の力能をもち、 農怖に満

ちた霊威を発抑する女神であり続けた。すなわち生

と死を司る女神として、 安産や後生安楽をかなえた

のである391。 先に、 娼昨は芦餅寺の人々にはもとよ

り、 越中国主佐々成政や加賀初代藩主前田利家らの

武将たちにも、 芦隙寺で最も韮要な粉体として位[i:

づけられ、 匝く信仰されてきたと述べたが、 こうし

た点で、 蒋衣婆と習合した芦餅寺の温灼．は、 ひとた

び戦となると絶えず死と隣り合わせの戦国武将たち

に強く受け入れられたのではなかろう か。 しか

し、 娼粉が妖怪的な称衣婆では芦絣寺の中心椋とし

て格好がつかない。それゆえ衆徒たちは娼隙の縁起

を作り、 それに仏教の祢格を当てた。まず娼粉を立

山大権現の親神とし、 次に不動明王と金剛界 ・ 胎蔵

界大日如来などの本地叫あるいは阿弥陀如来 ・ 釈

迦如来・大日如来．不動明王などの本地 ＂） を説き、

それが垂迩して、 醜いけれども奪衣婆的な温椋の姿

で衆生に衣食を恵み、 救済するのだとした。
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2 芦耕寺に現存する木造娼尊坐像の実態について

2. 1 立山博物館と固魔堂の木造娼尊坐像

立山t専物館に展示されている木造娼粉坐像は次の

通りである。

①像嵩46.5cm x 29.0cm x 21.0cm (閥脱堂所蔵、 永

和元年 の嘉苫銘あり、 富山県指定文化財、 焼け焦

げの跡）

②像高48.5cm x 42.0cm x 23.5cm (立山t専物館所蔵、

焼け焦げの跡）

③像高43.0cm x 33.0cm x 34.0cm (立山栂物館所蔵）

④像高41.5cm x 35.5cm x 29.0cm (立山t恵物館所蔵）

（般若相）

⑤像高46.0cm x 37.0cm x 31.0cm (立山t惑物館所蔵）

⑥像高34.0cm x 21.5cm x 23.0cm (立山禅物館所蔵）

⑦像高52.0cm x 34.5cm x 36.5cm (立山栂物館所蔵）

（右手を差し出して衣 を求める仕草）

⑧像高46.8cm x 36.5cm x 28.5cm (立山栂物館所蔵）

胞j)砥堂に祀られている木造娼椋坐像は次の通りで

ある。

①像邸56.0cm x 46.0cm x 32.0cm (芦絣寺閥腐堂所

蔵、 宜山県指定文化財、 焼け焦げの跡）

②像高56.5cm x 49.5cm x 38.0cm (芦絣寺閥腐堂所

蔵、 窟山県指定文化財）

③像高54.0cm x 45.5cm x 34.0cm (芦餅寺閻魔堂所

蔵、 富山県指定文化財）

④像高26.0cm x 16.0cm x 10.0cm (芦絣寺閥）盆堂所

蔵、 窃山県指定文化財、 娼店ではない可能性が

ある）

⑤像高26.0cm x 19.0cm x 11.0cm (芦絣寺閥魔堂所

蔵、 富山県指定文化財、 娼．祢ではない可能性が

ある）

2.2 天明2年の 娼堂焼失と焼け焦げた木造娼

尊坐像

芦餅寺娼堂は天明2年(1782)2月に焼失し、 そ

の際、 本粒3体の 娼豚はかろうじて焼失を免れた

が、 脇立の娼椋や荘厳は焼失してしまった -12) 。

ところで、 現在芦耕寺 に現存する娼椋像として

は、 窃山県［立山栂物館］に8体が展示され、 ー 方、

閻炭堂に5体が祀られている。 その うち立山拇物館

の2体と閻炭堂の 1 体だけに焼け焦げの跡が見られ

るが、 これらは天明2年(1782)の娼堂の火災から難

を逃れた娼葬の本椋3体であると考えられる。 これ

らの特徴としては、 沿衣に腰巻きだけしか沿けてい

ない点があげられる43) 。 ー 方残りの娼将．には全く焼

け焦げの跡が見られず、 沿 衣も扇から着ており、 さ

らにそれぞれの作風も様々である。 なかには般若相

のものもある。 閻炭堂の2体の娼祁だけが結珈跛坐

の坐方をとっているが、 残りは全て片膝立ての坐法

をとっている。 この坐法は、 古代・中世の女性のご

くありふれた日常的なくつろいだ坐り方である•叫°。

3 江戸時代と現在の娼尊お召し替え行事の内容

3. 1 江戸時代の娼尊お召し替え行事の内容

娼椋のお召し替え行事に関する文献史科上の初出

は、 享保7年(1722)の「定（立山大権現祭礼御僅］

米記・立山御娼堂祭礼御節且登明 記）」品）である。 そ

れには、 娼粉お召し替え行事が当時は毎年2月9日

に行われていたことや、 この 行事の必要経夜が7斗

5升だ ったことが記されている。 た だしこの史料か

らは、 行事の 具体的な内容は全くうかがうことがで

きない。

江戸時代の娼灼お召し替え行事について具体的な

行事内容を記した現存史料は、 芦絣寺 ー山の年中行

事次第苫として記された 天保13年(1842)の「諸堂

勤方等年中行事 外数件 天保十三年度」 IG) と文政

12年(1828)の「当山古法通諸::CJ:.:勤方旧記 芦耕寺
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文政十二丑年五月改之」 .J;) だけである。そこで、 こ

れらの史科から江戸時代後期の娼昨お召し替え行事

の内容をみていきたい。

お召し替え行事は、 厨子のなかに安岡された本椋

3体の娼椋と治国椋2体（臭体的な祢格は不明）に

対して行われた。現在のように、 脇立ても含めた全

ての娼椋のお召し替えは行われていなかった。香花

や灯明の準備は縁日の際の準備と同じかたちで行わ

れた。

前年の12月24日より2月9日まで、 まず6 1歳以上

で信心のある老女が7人集められ、 彼女たちに毎日

3度垢離をとらせ、 沿らかな衣服に沿替えさせ、fiり

らかな部屋に入れて作業を行わせた。このように儀

式に直接関わる老女たちは、 苧紹みの作業に入る前

に罪や稿を祓い、i青浄な身体と環桜をつくっている。

1月 8 日から、 老女が苧紹みを始める。この日は

苧いずきはじめの祝いの日であり、 その日の朝、 衆

徒は餅、 吸物、 神酒（濁り酒）を食し、 朝風呂に入

った。 それから苧紹みをする老母たちを呼びにいっ

た。 苧いずきはじめの祝いとして、 老女たちに餅 ．

吸物 ・ 神酒を振る舞う。そして、 その日より、 老女

たちは娼堂内で丸＜座を組んで、 その中央に香盤を

四き、 怠慢なく香を焚き、 苧を紹んだ,IS) 。61歳の者

は見習いを務め、62歳以上の者が実際に苧を紹んだ。

さらにそうしてできた糸で機を織った。娼葬の新し

いお召し衣は2月5 日までにできあがる。

2月9日、 衆徒と社人が沐浴してから娼堂に出勤

し、 堂内に冴滋を張り巡らして娼腺を隠し、 娼粒の沿

せ替え場面が沿せ替え人以外には直接見えないよう

にする。そして、 文政12 年(1829) の史科によると、

お召し替えの役は一山の八人衆の中から二人の者に

依頼した。この二人については、 お召し替えが行わ

れる日以前に7日間の修行をした。なお、 その年

の娼堂別当は世話係に徹し、 実際のお召し替えは行

わない。

ー方、 天保13年(1842) の史料によると、 厨子の

中の本祢3体のうち中央の本昨は一老（長官）、19) ヽ

52 

左の本椋は別当行者、 右の本詐は前の別当行者が沿

せ替えさせる。 治国両椋は別当行者と前の別当行者

の両人が沿せ替えさせる。なお、 このように女性が

直接娼胞に着せ替えをしないで男性である衆徒がそ

れを行うのは、 娼店が醜い女性の山の神に端を発す

るため、女性が沿せ替えするのを嫌うからだろうか。

その際の読経作法は、縁日の時 と同じかたちで行う。

修法は一老が行う。その後、 法華経 ． 般若心経・自

我偽・ 三陀羅尼・諸兵言等・神号・中臣大祓・ 神

楽 ． 祈念の順に勤めていく。その日の供物はお神酒

と白餅である。神楽が終わった後、 別当宅にー山の

衆徒たちが梨まり、 団子や吸い物で祝妾を開いた。

多くて1斗ばかり消費した。 苧紹みの老女やお召し

替えを行った衆徒にも振る舞った。沿せ替えたあと

の古いお召し衣は、数代にわたって孟験があるので、

群参の人々に茶袋として裁断し、 少しずつ分け与え

た。

3.2 現在の娼尊お召し替え行事の内容

本節では現在行われている娼椋お召し替え行事の

内容をみておきたい。なお、 以下の記録は平成4 年

3月13日に行われた娼椋お召し替え行事の内容に基

づいている。

事前準伽として、 娼祢のお召し衣の材料となる木

綿の晒し布を2反（市販のもの）用意する（写兵4)。

閻｝臨堂の須弥坦に供えるため、 花と酒を 用意する。

午前8時1 0分から8時30分頃、 胞JI巌堂（写兵5)

に芦隙寺地区婦人会の会員や白廊会 （芦齢寺の老人

会で6 0歳以上の男女が入会する会）の女性たち、 総

勢二十数名(25人）が染まる（写兵6)。なお、 こ

の行事は特に女人禁制を標榜しているわけではない

が、 実態として男性は参加しない。女性だけで行わ

れる。

午前8時40分から、 閻炭堂のなかで女性たちがみ

んなで娼椋のお召し衣を5体分製作する （写兵7)。

まず娼豚からお召し衣を脱がし （写真8 )、 それを

型布にし、 用意した布を裁断して縫い合わせ、 新し



いお召し衣を製作する（写兵9)。 その際、 胴衣・

襟．袖・帯を製作する。 お召し衣は死装束として製

作するため、 裁統を行うときには返し針や留め玉を

しない。 娼椋の古いお召し衣は裁断して小さい袋に

仕立て、 儀式のあとで村の人々に配る。

午前9 時4 0分、女性たち(16人）は閻炭堂を出て、

神官太鼓を嗚らす女性を先頭に行列し、 お召し替え

に使用する新しいお召し衣を持参して、 雄山神社開

山堂に向かう（写兵10)。

午前10 時、 閲山堂のなかで芦餅寺大仙坊の宮司が

祈祷（神衣祭）を行う。 その時、 女性たちは開山堂

前で参拝する（写真11)。 式次第は太鼓→表白→柏

手→お抜い→参拝者への神酒→柏手→表白→柏手→

立山開山縁起の読誦→立山娼堂縁起の読誦→表白。

これが終わると、 女性たちは娼昨のお召し衣を持参

して開山堂から閻腐堂にもどり、 そこで娼豚に新し

いお召し衣を着せる（写真12)。

午前11時10分、 窟山市に所在する天台宗円隆寺の

倍侶（旧芦耕寺泉蔵坊）が閻炭堂に到沿する。

午前11時20分、 イ沿侶によって法要が勤められる

（写真13) 。 法華経→般若心経→南無阿弥陀仏の名号

→参拝者焼香（参拝者は各自 、 桜銭を焼香箱に納め

る）→閻腐堂に安阻された諸仏の仏号。

午前11時45分、法要が終了する。 法要の後、 閥炭

堂で、 円隆寺のイ曽侶と大仙坊の宮司は、 参拝者の女

性たちと昼食をとる（写真14)。

3.3 江戸時代の行事内容と現在の行事内容の

共通点と相違点

【共通点】

(1) 法要の勤行は江戸時代も現在も法華経と般若

心経を中心に行っている。

(2)江戸時代も現在も、 行事が終わったあとに関

係者が梨まって食事をして慰労会が行われている。

稲江 充／芦呼寺の娼．唸（オンパサマ）とお召し替え行事

【相辿点】

娼祢お召し替え行事は、江戸時代の内容と現在の

内容を比較すると異なっている部分が多いので、 以

下、 それらを指摘しておきたい。

(1) 開催主体は、江戸時代は芦餅寺ー山の衆徒で

あったが、 現在は立山信仰が衰滅してしまつている

ため、 芦絣寺村の婦人会と白膨会（老人クラプ）に

かわっている。 そして、 圧倒的に婦人会が中心にな

って行われている。 ただし、現在、 行事の司祭者と

して旧芦隙寺ー山宿坊家の窃山市梅沢町の天台宗円

隆寺（旧芦餅寺泉蔵坊）と芦隙寺大仙坊がお世話を

している叫時期によっては曹洞宗のイ怜侶で芦餅寺

在住の佐伯弘照氏（個人）がお世話をすることもあ

った。閻魔堂の司祭者は定まつていたわけではなく、

芦耕寺から依頼する形をとっていた。 ただしほとん

どの楊合、 かつて村の宿坊家のひとつだった円隆寺

か、 村に在住の佐伯弘照氏に依頼することが多かっ

た。

(2)江戸時代のお召し衣の材料は麻や木綿でなく

「苧」であったが、 現在は市販されている「木綿」

の晒し布を用いている。

(3)江戸時代は粕進潔斎した遥暦以降の老女がお

召し衣を製作したが、 現在は梢進潔斎することなく

参加者がみんなで製作している。

(4 )江戸時代は、 娼祢の本椋3体と治国2体の合

わせて 5体のお召し替えを行っていたが、 現在では

本椋のみならず、 脇立ての将．体にもお召し替えを行

っている。

(5)江戸時代には開山堂での神主 の祈祷は行われ

ていなかったが、 現在ではそれが行われている。

(6)江戸時代には沿せ替え自体は男性である一山

衆徒の長官と別当が行っていたが、 現在は芦絣寺婦

人会と白胞会の女性が行っている。
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写真4 事前に購入した木綿の晒し布を持ち込む

写冥5 芦蛤寺閤炭堂の内部
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写真6 芦絣寺地区婦人会貝や白屈会の女性たちが

閻腐堂に集まる

写真7 娼泣のお召し衣を製作する

写真8 娼泣のお召し衣を脱がす



写真 9 新しく製作されたお召し衣
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写哀10 新しいお召し衣を持参して雄山神社南山堂に

向かう

写真11 開山堂で大仙坊宮司が神衣祭を行う

糾江 充／芦呻寺の俎灼．（オンバサマ）とお召し替え行事

写哀12 娼控に新しいお召し衣を活せる

.!� 写真13 天台宗円隆寺の僧侶による法要

｀ 

—・・; -,

写真14 円隆寺倍侶と大仙坊宮司、女性たちがいっしょ

に昼食をとる
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4 娼尊お召し替え行事の意味

4. 1 娼尊の形態からの考察

江戸時代の温祢お召し替え行事では、 娼祢本椋3

体と治国椋2体だけが対象とされていた。 このうち

治国椋は現在行方不明であるため、 その形態を知る

ことができないが、 現存の娼貯．本椋3体の彫刻され

た沿衣に沿目すると、 いずれも腰巻きだけしか沿け

ておらず、 上半身は裸体である。 それゆえきわめて

単純だが、 そうした温椋に対し寒くないようにお召

し衣を着せ、 さらに年に一 度、 古いお召し衣を新し

いものに取り替えるといった意澁でお召し替え行事

が行われているとも考えられる。

4.2 娼蓉と苧の関係からの考察

前節で指摘したように、 現在のお召し替え行事で

は市販の木綿を賠入して使っているが、江戸時代に

は、 後期になってもお召し替え行事のお召し衣の材

科は麻や木綿でなく「苧」であった。 これはいった

いどうしてだろうか。 苧から布を生産することは、

生産者となる女性たちに対して過酷な労働と長時間

の忍耐を強いる作業である。 それでいて生産絨もな

かなか多くすることができない。永原｝低二氏（故人）

の研究によると、 織り上げー 反を作るのに必要な労

働時間について、苧は木綿の10倍はかかるという叫

ー方、江戸時代後期には新川木綿5:?I の一般への著

及もあいまって、 芦餅寺にも木綿の文化が没透して

いた。 例えば布橋大蔀頂法会で使用する白布や廻粗

配札活動で頒布する経帷子には苧や麻ではなく木綿

が使用されている叫それにもかかわらず、 温豚の

お召し衣を製作する際に、 労働力や忍耐力を必要と

するにもかかわらず、 人工的に栽培する木綿や麻で

はなくて山中に自生する苧を使用しているのであ

る。 箔者はここに重要な意味が悶されていると考え

る。

箪者の推測は次の通りである。 まず、 この行事で

は娼椋を女性の山の神とみている。 そして苧は山の
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神が支配する山中に自生しており、 衣食を恵んでく

れる「山の神＝娼�:」からの直接的な授かりものと

いえる。 それを使用してお召し衣を製作し娼粉に奉

納する。 その際、 製作者は遥歴を過ぎた老女たちが

たずさわるが、 人問にとって迫磨以降の段階は世俗

の社会から死の世界へ入るための心の準備をする移

行期間と考えられ気また返暦を過ぎた女性は概ね

閉経をむかえ祗れも薄らいでいることと、 この世と

あの世の楼界的性格をもっていることから竺 こう

した行事にたずさわるのである。 それにしても精進

潔斎をしっかりしなければならない。

ところで、江戸時代には現在のように関山堂での

神主のお抜いはなどの一辿の儀式は行われていない

が、 どうしてそれが行われるようになったのだろう

か。 これについては、江戸時代の楊合、 お召し衣は、

それを製作する老女たちが作業の前に慌底的に籾進

潔斎し、 きわめて沿浄な身体と哀桜のなかで製作さ

れた。 しかし、 現在の場合は、 日常生活の片手問に

行われており、 お召し衣の製作者の粘進深斎的な依

式は全く行われない。 いわば在俗的ななかでお召し

衣が製作されるていることになる。 したがつてそれ

を娼称に沿せるまえに、 開山堂でお召し衣に対して

お抜いをして、 稼れを祓ってから娼椋に沿せるとい

うことが行われるようになったと考えられる。江戸

時代と現在の行事の共通性として、 娼祢には罪や稔

のない桁浄な布でないと奉納できないということが

あげられるわけである。

こうした苧紹みの作業は女性の役割であるにもか

かわらず、 この行事では苧紹みを行った老女たちが

直接的に娼祢にお召し衣を沿せることはできなかっ

た。 なぜなら、 おそらく「山の神＝娼粉」は醜い女

性であるから、 女性が沿替えさせることを拒むので

ある。 したがつて老女は精進潔斎した身体と環境の

もと、 お召し衣を製作するだけで、 娼粉．に沿せ替え

るのは高位の一山衆徒の役目であった。



さて、 このように娼祢お召し替え行事は、「山の

神 ＝ 娼9-�i.」が芦l隙寺の人々に衣食住を恵んでくれて

いることに対するお礼の意味があるのではないだろ

うか。それは、「左の御手に五穀を納め、 右の御手

に麻の種子を執持して娼の形を出現す。十方に五穀

を植え、 群生の丹田を生投し、 麻を万里に弘めて」

と記す芦餅寺の娼的縁起56) にもあらわれているので

ある。

4.3 娼尊と死装束の関係からの考察

現在、1因脱堂で娼椋のお召し衣を製作する際、 い

わゆる死装束として製作している。具体的には、 返

し針や縫 い 糸の結玉は作らず、 また娼称にお召し衣

を沿せる際には左前にあわせて沿せている。 史料を

管見 する限り、 江戸時代のお召し替え行事でも死装

束が製作されていたことを示すものはな いが、 おそ

らく現在と同じように行ってい たと思われる。

ところで、 お召し替え行事に使用するお召し衣が

死装束であることにはどのような意味があるのだろ

うか。 これについ ては、 娼粉が縁起のなかでは、 万

物を生んだ造化の母神で、しかも「寂滅の本土に婦」

り、「衆生生死の惣政所」になったといった冥府神

としての性格を現し て い る ため、 それに合わせ

て娼．棺をあの世の存在とみて、 死装束を沿せるよう

になったとも考えられる。

ー方、 前節で、 江戸時代のお召し替え行事では、

お召し衣の製作は辺暦を過ぎた老女たちがたずさわ

ることや、 さらに遥暦を過ぎた老人はこの世とあの

世の楼界的性格をもち、 この段階は世俗の社会から

死の世界へ入るための心の準備をする移行期開と考

えられることを指摘した。このように、 遥暦を過ぎ

た段階が老女たちの死に対する準伽期間と考える

と、 お召し替え行事で娼葬に死装束を沿せることは、

自分が死後、 あの世の三途の川で「奔衣婆 ＝ 娼椋J

にきっと剥がれるであろう死装束を「娼悠 ＝ 癒衣婆」

に前渡ししていることに喩えられているのではなか

ろうか。江戸時代、 三途の川と蒋衣婆につい ては次
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のような民間信仰が広く流布してい た。

人は死ぬと極悪・極善でな い限り、 冥途への旅を

しなければならない。泣初の難関が死出の山である。

死者は、 険しい山道を飢えや寒さ、 獄卒たちの呵衣

に耐えながら越えて行く。なんとか山を越え、 初七

日には十王の1番目である秦広王（本当の姿は不動

明王）の庁に辿り沿く。そこで秦広王の裁きが終わ

ると、 二七日つまり14日目に2番目の初江王（本当

の姿は釈迦如来）に裁かれるが、 その庁に向かう途

中で、 三途の川（葬頭河・三瀬河 ・ 奈可津ともいう）

を渡らなければならない。

この川には、 山水瀬と江深淵、 抵渡の3カ所の渡

り場があり、 死者は生前の罪業の軽重によっていず

れかに定められる。山水瀬は膝ほどの深さであり、

罪の軽い亡者が渡る。江深淵は流れが速 いうえに波

も高く、 悪人の亡者が渡る。柏渡は根が架かってお

り、 善人だけが渡る。 死者は鉄棒を振りかざす獄卒

に追われ、 あるいは悪竜の桜む急流に投げ込まれ、

それぞれの罪業に見合った瀬を渡っていく。

死者が三途の川を渡り終えると、 岸辺には衣領樹

と呼ばれる木が立っており、 その側で奔衣婆と懸衣

翁の二鬼が死者を待ち受けている。奔衣婆は死者の

衣を翁 い取ると、 それを懸衣翁が衣領樹の枝に懸け

る。もし死者が衣を沿ていないと、 生皮を剥 いで懸

けるとい う。そして枝の垂れ方で、 死者が現世で犯

した罪業の軽重を砿るのである。すなわち、 罪業の

重い死者ほど、 三途の川の深瀬を渡らなければなら

ず、 ずぶ泊れになり、 必然的に衣も重くなって、 枝

が垂れるという仕組みである。こうして菰られた死

者の罪業は恋衣婆から初江王へ報告され、 裁きの査

科にされた。

以上の説話は中国 ・ 唐の時代の『預修十王生七経j

（ただしこの経には、 奈河津の3ヵ所の渡る所や奪

衣婆・懸衣翁に関する記述はまったくない）を基に、

平安時代末期に日本で作られた偽経『地蔵菩薩発心

因縁十王経」 5;) やその解説書: r十王讃歎紗』 :;s) に説

かれており、 信仰自体は鎌倉時代以降に盛んになっ
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た。 こうした三途の川と奪衣婆に対する恐怖から、

江戸時代には、 死者に経帷子（お経の文言が刷り込

まれた死に装束）を苅せるか棺の中に添えるかして、

死者が称衣婆に生皮を剥がれないようにするといっ

た民問伝仰が各地で見られた。

さて、 芦絣寺衆徒はこうした信仰を温椋に習合さ

せていたことが、 文政3年(1820)のf御 温椋縁

起」岱）や、 文政3年の「立山御温灼．別当奉加帳 芦

餅泉蔵坊」（愛知県半田市乙川高良町 ・ 松本家文

古・ 半田市立栂物館所蔵）、 文政6年(1823)の

「立山御娼�,.別当奉加板 芦貯大仙坊」（国立国会図

杏館所蔵摺物梨『堂中杖 第6冊』所収• 国立国会

図杏館所蔵） などからうかがうことができる。なお、

現存の立山縁起のなかで十王信仰の彩態がみられる

最初のものは、芦隙寺日光坊所蔵の安永8年(1779)

の「娼棠大縁起」（芦餅寺日光坊所蔵） である。 さ

て、 これらの縁起のうち、 以下、 文政3年(1820)

の「御温Y.�(縁起」の内容を見ておきたい。

［表紙］

御温椋緑起 文政三年六月十五日 宝伝坊元良

［本文l

縁起

そもそも御温J)囮iとは天神七代の昨と輝き、 ー天に

立山大椛現の御親神なり。峰には九品の浄土を現し、

谷にはー百三十六地駄の相を示し給う。 かつこの世

界始めしとき、 御温椋は右の御手には五穀を納め、

左の御手には麻の種を執持し、 刀利の雲を分けて立

山芦餅へ天降り、 ー切衆生に与え給う。 しかれば人

民、 命を投い、 体を畏れ、 法を信じ、 仏果を得、 ニ

世大願の御娼椋なり。 御本地は弥陀．釈迦・大日の

三仏、 日域北の涅槃門、 生死の惣政所、 仏果円満衆

生済度の孟地なり。 ー切衆生の斑の形を現して、 今

世には福徳寿命を授け給う。 衣食を与い母となり、

米世には極楽浄土へ引i洋往生すること疑いなしもの

なり。 ことに六十六体粉像を現し、 諸国霊楊多しと
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いえども、 御編孟験このところに宿す。 立山御温粉

は日本第ーの福徳寿命／神様なり。 この御宝前へ御

参詣の輩は、 現世には福徳円満、 五穀成就、 ー切の

大願を成就す。―切の罪業みなこのところに消滅す。

これによって御山安全のために、 御三粉へ大御供百

銅三百文、 小御供同百文、 六十六体は御供金百疋な

り。

歳中入用料

ー、 金三両

ー、 金二両二分

ー、 金二両二分

ー、 金二両二分

ー、 金一 両二分

ー、 金百疋宛

ー、 白布

正月元七日入用

春の彼岸七日

秋彼岸七日

五節句入用

盆三日入用

毎月五日縁日

（当初は「二」と記

されていたが消去） 一干三百三十六反

ー、 御肪一膳に付 三十二銅

そのほか毎朝御供供燈明香花料

これすなわち人門の母の胎内に宿るとき、 御娼椋

は我が祖斑となりて三尺のえなぎぬを苅す。 人門裟

婆に生まれしときならば、 七枚にてほうじ奉ると申

して、 借りて生まるるなり。 その報恩送らざるのみ

にあらず。 ほしいままに罪業をつくり、 また三途の

如きゆえ、 かえり目には大塩闇を見て、 初七日には

死出の山を越え、 二七日には三途川を越すとき、 こ

の川の広さ深さ四千四旬なり。 ただし一 由旬は百五

十丁なり。 裟婆の道四里六丁なり。 百六十六里二十

四丁となる。 この川に渡り瀬三つあり。 まず川上の

瀬を山水瀕と申すなり。 罪業浅き人、 このところ渡

る。 中の瀬を栴渡と名り、 金銀七宝の橋なり。 苦人

のみ渡す。 川下の渡りを深水瀬と名付けたり。 これ

を三途川と号す。 波の高きこと大山の如し。 川の流

れ速きこと弓を射るが如く。 そのなかに毒蛇桜む川

の底渡らんとするとき、 森蛇口を開け呑まんとすせ

に浮かばんとするとき、 鬼ども弓矢にて射る。 かく



のごとく浮きなんきして、 ようように向こうの岸に

沿きぬる。 葬途川の姥の丈は半由旬あり。 まなこは

七・八寸もあり、 鋭の如くにして光りあること、 日

月の如し。 目を1紺くとき日中の如し。 目を助じると

きは暗I・閾の如し。 口は耳まで切れ上がり、 罪人姥の

前に来るとき、 目も開けられずに恐ろしくなり、 そ

のとき姥、しばら＜版になだめをつけて申すよりは、

家祖母となり、 三尺のえなぎぬを貸し四き、 裟婆ヘ

生まるるときなれば七枚にて返し申すと言い、 未だ

白布一尺も奉ぜず。 今沿たるもの剥ぎ取る、 罪人申

すよりは、 金銀は裟婆に捨て果て来る。 さだめて十

王の前にて、 裸にて恥をかくすべきよりなし。 ただ

お通しなさるべく候より、 願い上げ奉り候と申し上

げるなりと。 そのとき姥の申すには、 早く脱げ。 剥

いで飯火に焼くべしと申すなり。 罪人泣く泣くかの

衣を脱きて、 葬途川の姥に渡すなり。 罪人、 裟婆に

ありしときは、 七珍万宝を蔵に利'(み、 脊屈をあまた

かしずかせ、 衣種を四季に沿替えしに、 迷途道中の

旅のならとて、 一衣だにも身につかずなけじこそ悲

しけれ。 十王経に曰う。 二七日は亡人、 ない川を越

すと云々。

ここに天竺において祇園粘舎阿育王と申す帝王あ

り。 この姫ご入滅のとき、 すなわち三途川に至り、

そのときに三途川の姥申すには、 汝、 生まれ初むる

とき、 我が祖偲となりて、 三尺のえなぎぬを苅す。

未だ白布一尺も奉ぜず。 汝滸たるもの剥ぎ取ると怒

り給う。 そのときに姫申さるるは、 我は大王の姫な

り。 許してと申す。 姥、 怒りて申するは、 迷途道に

王はなしと申すなり。 姫、 この苦を逃れ難く、 それ

より裟婆へ盛りの願を立て、 お願いなされ叶うて、

天竺へ蘇りなされて、 胞衣の報恩に天台山石柏にお

いて、 百三十六端の白布を掛け渡し、 玉の幡・鉾立

て並べ、 極楽浄土の荘厳飾り立て、 都卒天へ昇らせ

給うなり。 御宝前に河あり。 葬途川と号す。 この川

に桧あり。 天の浮き橋と申すなり。 ー切の諸仏菩薩

に比II廊してあり。 柏の長さ二十五間、 二十五菩薩比

喩す。板の数は百八枚、 百八煩悩の数珠数と比陰す。
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高さ十三問、 十三仏に比喩す。 擬宝珠は六つあり。

南無阿弥陀仏の六字比除す。 幅二 l閉、 なか九尺取っ

て九品の浄土。 釘．鎚は六万九千三百八十四、 鎚こ

れ法華経の文字に比喩す。 善人よりほかに渡さず。

二つにはえ智の衆生を渡さんがため、石柄と名付け、

毎年秋彼岸中日にこの柏に百三十六端白布を掛け渡

し、 極楽浄土の荘厳して、 西方浄土へ往生すること

疑いなきものなり。 南無阿弥陀仏御十念。

右の通り（塗りつぶし）作杏。

一、 さてこのところは北の涅槃門に当たり、 生死の

惣政所、 魂塊の梨のとこ故、 各々様方、 先祖代々、

または両親菩提二世安楽のために御脳を御施主なさ

れませ、 布施はこれ菩提かてとて、 本昨へ捧げると

思し召せば、 御たいげもござれども、 すなわち未来

の種、 この裟婆へ御出生なされて、 これが一色のも

の故、 かように御奨め申し、 大御供は百文にて本:�

御宮殿の内いずれなりとも御志し次第。 また小御供

と申して、 御たいげな方は三人もやいにて一�ヘ上

げる時は二代三十二銅宛て備うます。蝋燐の志しの

御方は一丁五文宛、 燈明志しの御方は三文宛、 皆様

御志し方は御上なさるべく。 七月十六日に流蔀頂並

びに施餓鬼仕り候て廻向仕れば、 小卒都婆一本百文

宛、 経木一枚三文宛なり。 御温胞。

さて、 この縁起は、 芦隙寺の娼昨の由来や霊験を

語り、 立山への参詣者や柏那楊の信徒たちに娼将．に

対する寄進を呼びかけるとともに、 毎年、 秋の彼岸

の中日に芦餅寺で人々の西方極楽浄土への往生をか

なえるために行われる布柏大泄頂法会への寄進をも

呼びかける内容となっている。 その際、 本文中の下

線部に見られるように、編邸と癒衣婆を習合させて

いる。

内容を掻い摘んで見ていくと、 温葬は立山大権現

の親神であり、 またその本地は弥陀．釈迦・大日で

あるとしている。 さらに、 娼v,.�:は、 人間の低の胎内

に子どもが宿るとき、 その生まれてくる子どもの祖

偲となって、 9尺の胞衣（胞衣・胎衣〔えな）→胎

59 



窮山県（立山栂物館］研究紀災 第12号 2005年3月

児を包んでいる膜や胎盤などの総称）を、 子どもに

7枚貸し与えるのだという。 その後、 子どもが成長

し、 今度は死を迎えた時、 娼祢は三途の川の蒋衣婆

となって、 貸した胞衣を返せとせまるのである。

さらに、 阿脊王.01 の娘を主人公とする寓話も挿入

している。 阿育王の娘が死んで三途の川に至り、

「奪衣婆＝姥粉」に巡遇した。 蒋衣婆に衣を脱いで

いくように脅された娘は孫生し、 天台山の石柏で布

柏供滋を行って都卒天に転生したというものであ

る。 この批話をもとに、 芦前寺での布橋大泄頂法会

への人々の寄進を求めている。

以上のように、 この縁起では娼椋と奪衣婆が習合

していることがよくわかる。 ひるがえって、 お召し

替え行事で遥歴を過ぎた老女たちが儀式に関わるこ

との意味を考えると、 そこには、 老女たちが死後に

三途の川で奪衣婆に近遇した時、 彼女が「貸した」

という衣（死装束）を剥ぎ取られないように、 生き

ているうちに「返してしまう」という、 逆修供旋の

意味が込められているものと推測される。

ところで芦雌寺衆徒は、 このように娼腺と奪衣婆

を習合させた芦餅寺の娼将．信仰を和極的に腟伝し、

諸国の板那場で勧進して廻った際に、 設符とともに

経帷子も頒布し利益を得ていた。 例えば、 宝泉坊な

どは、 江戸の力立那楊で、 毎年80枚前後の経帷子を頒

布し30両前後の収入を得ている。 芦耕寺の各宿坊家

では、 11月頃から経帷子を制作し、 その際、 家族の

女性達が裁縫を担当し、 できあがった帷子に男性達

が木版で種子（仏を示す梵字）や経文を刷り込んで

いった。 なお材料の白布は、 布橋大泄頂法会で使用

された麻や木綿の布で、 さらに種子や経文を刷り込

む時には、 立山別山の硯ヶ池の益水を使用したとい

う。 経帷子の本体には金剛界と胎蔵界の大日如来の

種子をはじめ、 滅罪や福楽、 諸願成就に功徳がある

呪文、 あるいは観音経や阿弥陀経、 法華経などの経

文が種子で刷り込まれた。 また経帷子に付屈の手甲

や脚半、 頭陀袋にも様々な呪文が種子や漢字で刷り

込まれた。

なお、 芦絣寺系立山曼荼羅には奪衣婆と衣領樹の

図像が必ず描かれている。 そして、 その場所はいず

れの作品でも儡堂の脇や裏側であり、 構図のうえで

は布柏大蔀頂法会の楊面にほぼ取り込まれている。

こうした棉図は、 芦餅寺衆徒が校那場で信徒に経帷

子を頒布する際、 その材料の白布が滅罪儀礼の布柏

大泄頂法会に使用されたものであって、 その功徳が

大きいことを強調するためのものであろう。

おわりに

以上本和jでは、 芦隙寺の儡胞とそのお召し替え行

事を検討してきたが、 今一 度要点を整理しておきた

ぃ。

まず、 娼r,fについてである。 芦雌寺の娼、原が大日

岳の山の神と、 それと不可分の水の神を起源として

いることを指摘した。 さらにそれは、 永和元年

(1375)の木造娼灼i坐像の造形からうかがわれるよ

うに、 南北朝時代までには三途の川の称衣婆と習合

した。 そして、 こうした芦絣寺の編邸像などが、 室

町時代頃から具象化され始める山姥などの造形に影

特を与えたものと考えられる。江戸時代には奔衣婆
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の信仰が庶民に広まり、 益々盛んになるにつれ、 芦

隙寺の娼椋も翁衣婆そのものになっていった。 しか

し、 妖怪的な奪衣婆では芦餅寺の中心r,.j{として格好

がつかない。 それゆえ衆徒たちは娼昨の縁起を作

り、 それに仏教の柑格を当てた。 まず娼粒を立山大

権現の親神とし、 次に不動明王と金閾界・胎蔵界大

日如来などの本地、 あるいは阿弥陀如来．釈迦如

来・大日如来．不動明王などの本地を説き、 それが

垂迩して、 醜いけれども務衣婆的な儡祢の姿で衆生

に衣食を恵み、 救済するのだとした。

次に、 お召し替え行事の内容の意味についててで



福江 充／芦餅寺の娼．券（オンパサマ）とお召し替え行事

ある。 第ーに、現存の木造娼豚坐像のうち本椋3体

の彫刻された沿衣に沿目すると、いずれも腰巻きだ

けしか沿けておらず、上半身は裸体である。 それゆ

えきわめて単純だが、そうした娼椋に対し寒くない

ようにお召し衣を沿せ、さらに年に一度、古いお召

し衣を新しいものに取り替えるといった意識でお召

し替え行事が行われているとも考えられる。特に現

在の行事はこうした傾向が強い。

第二に、江戸時代、娼椋とお召し衣の材料となっ

た苧との関係から考察すると、この行事では「娼

粉．＝女性の山の神」とみている。 苧は山の神が支配

する山中に自生しており、衣食を人々に恵んでくれ

る「娼椋＝山の神」からの直接的な授かりものとい

える。 それを使用してお召し衣を製作し、お礼のし

るしに娼椋に奉納しているのだと考えられる。

第三に、娼．粉と死装束の関係から考察すると、江

戸時代後期、芦眺寺衆徒の問では「娼椋＝奪衣婆」

とする考え方があり、

関わるのだが、

た」

こうした考え方に基づいて、

お召し替え行事では逗暦を過ぎた老女たちが儀式に

そこには、老女たちが死後に三途の

川で奔衣婆に巡遇した時、彼女（翁衣婆）が「舒し

という衣（死装束） を剥ぎ取られないように、

生きているうちに「返してしまう」という、逆修供

投の意味が込められているものと推測される。
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立山芦餅寺

"',·
外』

古代（付

その他）」所収、

3S頁~44頁、‘硲山眼、1970年3月）。

42) 「自他固宝物井法談願旧品』認

4月の条（金沢市

立玉川図心館、 加越能文郎所蔵）。

書付を以奉頼上候

当山御儡·吠天明二年二月焼失仕餃。 其節

御儡者焼亡不仕低得共、 脇立,!翠像井荘厳等

焼亡仕候二付 、 再建仕1父未存飲得共、 近年

当山参品人茂浴り、 其上ー山困窮仕松故、

未再建等不得仕悠入申飲。 依之御儡J:\i井宝

物容t.;砧縁卯辰於釆i氾、＇和渚人砧相右芥銭を

以少／吟如If辻之手掛仕9反/1<存飲二付、 当七

月十五日な八月十五日迄之日数三拾日之IIIJ、

弘通之汲J沿ば（飲。 額之辿被為仰付被下飲様

ノ没糾上飲。 以上。

・立政七年卯1四月

寺社1,,行所

衆徒中

社人中

印

印

43) r神俊•仏像は語る 一越中立山

の山岳信仰ー」(26頁. 44頁·45

頁）。

44)黒田日出男「坐法の文化一 初期

浴中洛外図屏風」（『絵画史料で歴
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史を説むj所収、 137頁~152頁、

筑朕：
一

占房、 2004年1月）。

45)享保7年(1722)

山大権現祭礼御蝕j米記 ・ 立 山

御娼堂祭礼御�]證明記）」（芦齢

寺大仙坊所蔵）。

定

-. ,):il1大やJJlな!LIii俯米 ，己

-. )こ宮

ー、 打；：（

ー 、 正）I

-. Ii.JI 

ー、 九}I

�J侑米 心ヶ!l·e:'i-五1t

御債米 Iヽ,J術

一會 立IIJr.J山il11,..米

-. Ji.llJ大な礼 六JJ十二日ヨ•) -t-Ji. 日迄七石

ー、 於ぶ吹下 九十日入Ill

於ぶで 七日仙

J,、J·,t

M咲

ー 、 於大宜ゎ-e

・＜ 弐佑弐石七'i·八Ir

立山1lll公：f.>�L9l債ぃ;;;IJ],2

ー. I: 吹正）」IIJ日祭礼

ー. I: 吹l,rnij�� せ日二三1料i

ー、 正JJ十六日9l祈裕

-、 -.n九日伽召衣

ー、 二JJ彼［さ?礼

七n犯

七8沌

正）It: 日証

ー．ヒ )J 十六A�U祈祐

ー 、 八JJ彼1;·,岱IL

天力）＄凶

ー. ,-一JJ二日岱礼井

天台的

ー、同廿till日だ礼

, , I叫介丘石11り'FlUr

ニロ介六佑,w天'f三If

の「定

弐石五,,.

弐石Ji'j-

を石必•;.八1t

六石

七'f

七'f

七'f

・と石五'f

弐石三'i

拾石八'i

六'i-

七'i-Ji/1・

三石

六,,.

（立

拾l\.f:i」'j_'f

必石八'j-

天石、·,•;.

,'[_山，て釧、'f

宋征·�

社人中

グ．保ヒ灰年二）l

ふ/till,<行ポ

水11;(/.f.)れ以(JI必内ll'i辺 、 生IJ泊近：Eへ． ．，＂保七年‘以

ノニJJ、lr-fl)米4靖U文P,\分．伽偏;�IJ]�礼入If! り1改ニ

付 、 ，'1上q,松ひ•Jへi「:m米佑石加りuが111文 UII翌年

卯年ら‘佑ヶ年二,ru込納仕竹 ． 叫＂；枯り,,;;;,二1伯訥巾;I,

む餅、・戸へも拾石加り, UPふ社ヘハJ,,l'f(叶粕ljl紋

Y. 仙ガj手まいの加ミニ1(,i1;沢,,, 飲

46)「澁堂勁方等年中行事 外数件

天保十三年度」（炭瀬誡編『越中

立山古記録 第4巻j所収、5頁）。

同月九日

本� 井治国両杓御衣召替之式

香花・燈明、 御縁日通

翌年極月廿四日な二月九日

迄、 六十一歳以上二而信心之老女

七人 、 毎日三度宛垢離ヲとらせ、

ii'iき衣服整、 i,';-浄之室二為入置、

正月八日に苧いづき初メ仕、 祝ひ

与して餅吸物・ 神酒振舞可致候

．事。尤同 日なtfi:t;';·堂闘き烈（ママ）

骰怠股座為致、 中央二香盤を1荘

香を焚、 苧うみはた織る事。 二月

五日迄二出来上ル。 九日衆徒• 社

人沐浴いたし出勤仕、 堂内二硲ヲ

張廻シ、本J浮三身木之内中之本椋御

召替ハー老、 左之本灼．別当行者、

右之本祢前行者、治国両林ハ前行

者、別当行者両人二而御召替可致
.，
ト．

 

.'.
 

説経作法 御緑日通

御衣御下ハ数代霊験有之二

付、 群参ノ梨江迄随少々ツ、授之

47)「当山古法通涸j噂方旧；；じ

隙寺

（屈甜瀬誠編『越中立山古記録

1巻」所収、 39頁）。

六日

八日

芦

文政十二丑年五月改之」
,,.,,. 
�, 

（正月）

～前略～

ー、 娼滋別当、本灼御召衣栴老母

頼。 尤、 六拾もオな見習、 六拾弐

歳之以上、 苧うむ。

（正月）

ー、 苧いづき初為祝と、 餅吸物・

御神酒濁二て。早朝風呂出米スル。



苧うむ老母様方呼二出。

二月九日

ー、 娼棠御本祢御召替、 宮殿脇弐

将御召替。

但し、 下リハー山村方一統江茶袋

二切、 村中二而恨（ママ） いた

＜也。 尤、 御召替之役ハ、 ー山

八人な弐人相頼候。 尤、 弐人、 一

七日之間、 前行仕、 御召替仕候

事．。 猶又当番別当ハ取持斗リニ

而本灼御召替仕間敷候事。

其日之供物ハ御酒二白餅也。

法楽相済、 別当へ婦リ、 ー山中集

リ、 遡子吸物二て祝。 大て壱斗

絨リ。 尤、 苧うみ老紆•取持之

役弐人振舞。

48)永原）袋二「苧麻を梢え・萩み・

織る」（水原慶二『苧麻・絹•木

綿の社会史』所収、 201頁~215頁、

吉川弘文館、 2004年12月）。 苧紙

みは、 胄苧を一 茎ごとにバラし

て、 湯で煮てやわらかくし、 一

茎を平らにひろげ、 爪を使っ て

細かく裂き割り、 指で撚り、 繊

維が乾いてくると口にふくんで

湿しながら繊維をつないで糸に

し、「苧桶 」とよぶ手桶にくりこ

む。 その際 、 綽糸と経糸とでは

つなぎ方がちが う。 経糸の 方が

丈夫でなければならないため、

撚りつなぐ先端を結ぶ 場合や、

裂いた繊維を撚り合せ、 二 本の

糸を 一 本にする場合などがある

のに対し、 綽糸は一 本を撚り合

わせてゆくだけであるの が砦通

である。 次に、 紹みあげて苧桶

に入れられた糸に撚りをかける

ため、 ツム（紡錘）に糸口を ま

きつけ、 撚単にかける。 これで

糸は仕上 がる。

福江 充／芦餅寺の俎灼．（オンバサマ）とお召し替え行事

49)福江充「立山山旅の 芦Iliff寺は

どんな村だったのか？」（「「山宮」

に生きる一立山の＜らしと民具

-j所収、 14頁・15頁）。

50)明治時代の立山謡社の活動や

芦隙寺泉蔵坊と円隆寺の関係に

つ い ては、 拙秘「立山講社の活

動ー近代化のなかでの模索ー」

（拙若「立山信仰と立山曼荼羅一

芦絣寺衆徒の勧進活動一』所収、

279頁~335頁、 岩田：；序院、 1998年

4月）参照。

51) 永原疫二 「「 苧 麻 」 につ い

て」 ・「苧麻を植え ・ 利'cみ ・ 織

る」（永原炭二「 苧麻 ・ 絹•木綿

の社会史』所収、 24頁~27頁．

201頁~215頁）。

52) 芦絣寺では、 棺那場から寄進

された木綿布以外に江戸時代後

期に加賀甜の主要な産業の 一つ

となった新川木綿 がかなり使用

されたものと思われる(7,':j瀬保

「商品生産と流通（徽物類）」 「邸

山県史 通史甜且V 近世下』所

収、 136頁~142頁、 証山限、 1983

年3月）。

53) ?j£ 保20年(1735)の「越中分産

物杏上板 立山芦絣寺 」（巌瀬誠

編「越 中立山古記録 第1巻』

所収、 267頁~269頁）には、 芦

餅寺の 産 物と し て、 杉 ・ 禅定

松・ プナの木・ 山桜・硫黄・霊

島・大豆・小 豆・かぶら菜 ・ 大

根・芋・茄子．梨・柿 ・ うど・

蕨． 薇・＜ぐみ・ ぎぶす ・ すす

き・ あざみ ・ 蕊 ・ 山鳥 ・ 雉．

熊 ・ 大犬・ 格・ むま ・裂・ 山か

げ・からす蛇などの品目が拗げ

られているが、 麻は みられない 。

もし当時 、 芦餅寺で麻畑をつく

って本格的に麻を栽培していたな

らば、 上記の：内上に記叔されてし

か るべきであ ろ う。 嘉永2年

0849) 8 月に芦隙寺善逍坊の衆

徒泥泰 が品した「立山秘伝 御帷

子等調法草稲 嘉永二酉八月吉日

製造 善迫坊氾泰」（「芦餅寺善追

坊文杏J所収、 富山県［立山t喉物

館］所蔵）から、 衆徒 が廻板配札

活動での頒布用の経帷子を製作す

るとき、 布か硲値の 時には小さめ

に製作していたことがうかがわれ

る。 これによ って芦餅寺衆徒 が、

外部から布を購入していたことが

わかるが、 その際の布の種類はお

そらく木綿だったであろう。 拙落

「立山信仰と立山此荼羅一芦餅寺

衆徒の勧進活動」(254頁、 岩田苫

院、 1998年 4 月）。 芦前寺日光坊

の弘化3年0846)「立山御娼灼．

別当奉加勧進記 当番日光坊 弘

化三午年孟冬発願」（芦絣寺日光

坊所蔵）には、 板那場の松家から

の寄進品として木綿の 白布が多く

寄進されている。

54)飯島吉睛「子供と老人一家と村

の再生システムー 」（「子供の民俗

学一子供はどこから来たのかー」

所収、 新瞳社、 1991年）。

55)宮田登「 老人と子供の民俗j

（白水社、 1996年3月）。

56)芦II府寺日光坊の安永8 年(1779)

の「儡堂大緑起」（芦餅寺日光坊

所蔵）。 文政3年(1820)の「立

山御娼府．別当奉加板 芦絣泉蔵

坊 」（愛知県半田市乙川悩良町・

松本家文：―ぽ・ 半田市立栂物館所

蔵）。 文政6年(1823)の「立山

御娼枢別当奉加般 芦Iliff'大仙坊」

（国立国会固苫館所蔵摺物集「棠
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中杖 第 6 冊J所収、国立国会

図；序館所蔵、 翻刻は「人と自然

の梢報交流誌

号」所収、窯山県［立山栂物館］、

2000年 7 月）。

57) 成都府大型慈恩寺沙門蔵川 「仏

説地蔵菩薩発心因縁十王経』（岩

野浜雄甜狛•発行「国沢一 切経

大梨部5」 所収、

大束出版社、 1936年 1 月）。

印度撰述部

起

刻紹介

たては＜

58) 「十王讃歎紗」（「昭和定本日蓮

型人辿文 3 巻」所収）。「十王讃歎

修苦紗j。「十王讃歎修善紗図絵j。

59) 文政 3 年 (1820) の『御温邪緑

文政三年六月十五日

策33

宝伝

坊 元良』（芦餅寺ー山会所蔵文

：占）。福江充「立山信仰脊科の翻

芦離寺宝伝坊の御届杵縁

起（文政 3 年）について」（「人と

自然の梢報交流誌 たては<

第47号」所収、4頁. 5頁、窃山

県［立山栂：物餓］、 2004年 1 月）。

［表紙）

御儡r.r縁起

宝伝坊

【本文】

文政三年六月十五日

元良

緑起／
A/• • : こと
抑御儡粉．卜者、天神七代の)� ト／
, ••• ,. '•• つて J.. ,, ん H•,1・み
輝キ、ー天二立山大権現の御親神

; •h < :, ヘ ふ,, ゎ ；；そ·l
也。／洛ニハ九品之現シ (2) 浄

土ヲ(I) 、答ニハ竺宕三／十六地
ごく よう し!2.!-ぢ'· う かつこり七が・,.,..,し レ、
獄の相ヲホ給。且此世界始／時、

：：こく
御娼将．ハ右之御手�Fは五殺ヲJ

,,,.,,,. が9 て

（以上1丁表）納左の御手�Fはあ
たh J..•><ltlJ じ ,.; り ： ,. 

さの種ヲ執／持シ、刀利の虚ヲ
1:., あ2くだ
分テ立山芦餅江／天降リ ー 切衆

にあ,,ヽ ・""う し,.,. ヽ・ ：んいが， ィ・しなヽ ・
生に与給。然者人／民命をi癸、
が· 11·l CJ.. -'っ

妹を災、法を信シ、得 (2) /佛
< I だいぐFJ..
果 (I)を二世大願の御温咋也。

U んこ
御／本地ハ弼陀．釈迦・大日の
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: んムつ こつ いヽヽ ＾

三佛。日j (以上 1 丁淡）域北の
ね9ん,.1. -,..; じ み・, t ,. 迂,,

涅槃門生死之惣政所、
ふつ,: H.I.. よんの.i..»:..·<· ・）さI•!' n•.• ,. 
佛呆闘泌衆生済度の虚地也。／
ヽ・,, •. ヽ ・ ./..o>.J..<•·) "に.,,'・た•, H,fして こん 七
ー切衆生の低の形を 現 、 今世

-くしく↓ゅヽ，.,
休／は福徳寿命ヲさ春け給ふ

,. ょょ< ...,,.., よ. ,, ヽ ・ セ

衣／食を与母卜也。来世ニハ極
ヽ・ I, , _.,をう↓・ ベ・う ・；たがいなし

楽浄土江引舘往生スル・事無疑J

／森：六十六
』II•'パ・・） ヽゞ-'<',

諸桜盆場／雖

／ 

（以上2丁表） 者也。
ぷ W,EC そんヤうを
り本現 (2) 灼．像 (J) 、

., . し 』,.,fr;ベ.... , . 
御温霊験宿 (2) 此庭(!)。／立山

たし・
御猛忍ハ日本策 一之福徳寿命／

: 人'"・ と,,,,・ふ
神様也。此御夜前江御参詣之張、」

,,, ゼ ,. んよん
（以上 2 丁褒）現世ニハ福徳闘満、

：：こく.�,.,,, •• , � 
五穀成就、 ー切の／大頻を成就

こ,,

ス。 ー 切のざいごうみ な此／と
，， ，' こツて

ころfFて志ゆ滅ス。依（レ）之二
今ん七ん ：，＂ 

御山安全の／為二御三粒へ大御

供廿銅三百文、小／御供同百文
ひヽ

六拾 六g本ハ 御供金 ／ 百 疋也。j

（以上 3 丁表）

歳中入用科／

一金三両 正月元七日入用／
一金弐両二分

一金弐両二分

一金弐両二分

一金営両二分

上 3丁裏）

一金百疋宛

ー白布

春ノ彼岸七日／

秋彼岸七日／

五節句入用／

盆三日入用j (以

毎月五日縁日／

（当初は「弐」と記

され ていたが消去）

十六反

一千三百三

一御賠立脳二付 三十弐銅／
,., こう： t り<·う

其外毎明御供供燈明香花料J (以

上 4 丁表）

いfFてほうじ奉ル（「と」の文字

を抹消） と申て、かりて／生るヽ
み＂

なり。其のほうをんをくら／ざる
ざヽ・

のみfFあら春。ほしいま'fF罪j

（以上4丁哀） ごうをつくり、又

さんづのこときゆゑ、／かへり目
く,.,.,.

ニハ大悶1-iりを見て、初七日ニハ／
L i, こ,.

死出の山を越、二七日ニハ さんづ
こ6 とヽ こ.,, .. , "ヽ' .:.o・

川を越／時、此川の炭さ深さ四千

四旬なり。／但シ壱由旬ハ百五十

丁也。裟婆の近四里六丁也。百六
Clこ

拾六里廿四丁と成ル。／此川休渡

り痴三つ有り。尻M:fのせをj
セ

（以上5丁表） せん春い瀬卜申な

り。さいごうあ さき人／此所渡 ル。

箪のせを沼紺と名り、釜／禎尼蛍
�-- し I,

の柏なり。善人のみ渡ス。／川下
J •. ん,.,・七 .,., こ』し

の渡りを深水瀬と名附たり。／足
さ人つ,-,: ::-; r, 

を三途川と号ス。なみのたかき／
：：'" 

事大山之如。か王のながれ者やき
<· 

弓をゑるがご::J:i: J (以上5丁淡）

とく。箕斧がど＜ぢや／春む川の

そこ王たらんと春るとき、／ど＜

ぢや口をあけのまんと春せ{f/う
: ,, ・ ウみ や

か者んと春る時、鬼共弓矢二而い

る。 バ揺くうきなんきして、よう
,'こ·\ ',"く そうつ,.,

ょぅ {f-向のきし{f-着ぬる。ク肛途川

の1 (以上 6 丁表） う者のたけ ハ

者ん由志ゆん阿り。まなこハ七八

寸／も阿り。かが見のごとくホし
,,... .i.· ゥ"つ

て光り／阿る事、日 月のごとし。
"''' :: つ,.. , 

めを 1紺／とき日中のごとし。めを

蘭甜ハくら／やみのごとし。ロハ
ヽ... ・） n· ; ヘ

み>まできれ上り、／罪人姥の前」
．

二きたるとき、めもあけ」（以上

an,,,., ヽ,,::ん,, ん，， たいな,, "' 
始即人門低ノり本内二やどる時、

h -,. :r 

御娼／粉ハ、我が祖斑トナりて
,,., . .. d,;. 

三尺のゑなきぬを／滸ス。人門
,1バ・ パ うよ/l
裟婆二生シときならパ、 七／ま

6丁裏）られ春fr-をそろしくなり、
今，，とヽ
其時姥／志ばらくかをfFなだめを

II 

つけて申／与りハ、家そ粒となり

三尺のゑなぎ／ぬを可しをき、裟

婆江生るる時なれ者／七まいfr-て
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ねがへ ：'て ねがへ

の穎を立被成御願／かのうて、

尺 もほうぜ春。

しヽよ 9ニヽ
かへし申とゆい、未だ白／布も

,,.,, 
いまきたる者

（以上7丁表）はぎとる。ざいに

天竺江よみがへり被成て、』（以
,. な ：! -·, • /. 

上 9 丁淡）胞衣 の報恩に
てんだいさんをいて いし,

.. 

天台山於 (2) 石栢 (1) /百三十
トん ．じら＂，，をが'"たし

_,_.i. 山.
た1

ハ拍の白布掛渡、玉の／者たほ
笠．砂

ぺ ごくう＜ぷ
＇

ゃ ・）と

こう-'L並、極楽浄土の／志ゆご
てん

とそ つ天への／

んもう春与りハ、金／銀ハ裟婆
/, てわて

二拾果て来ル。さだめて／十王

の前�y; てはだか�y;て者ぢを／か
f・ ： と.-,

く春べき 与りなし。 唯御通シ

可／被成候より奉願上候卜申上
.,.,,, さ.,,..

ルなりと。／其時姥の申丹は、
さ

．

者 やくぬけ、者いで」（以上7丁
々

めし火二焼くべしと申也。
こ9、も

罪人なくなくかの衣をぬきて葬

裏）

づか せ 、

らとて」（以上8丁表）一衣だfF
;. 

毛身二徒か春な けじ／こそかな

しけれ／。

十王経二日二七日ハ亡人ない/II/

んかざりたて、

ほらセたまうナリ。／御宝前二

箭着。蒻趾『II卜号春。」（以上10
�'-・',,

丁表）此川�J'柏有。あまのうき
,. つ..... J.: よふつ

／一切乃苺仏
"、 な'"

柏の長

者しと申春なり。
11 , つ

菩薩にひゆして／あり。
,. '"· ' ., 

サ廿五l罰二十 五菩薩／ひゆ春。
し・た 9・� lし・

板の数ハ百八枚、
・と· ,,1,·

うの珠数かづとひゆ春。

百八ぼん／の
た9・

邸さ／

途川の姥二渡也。 ／罪人志やば

fy; 阿りし時者、ビ疹／万宝を益

二都 みけんぞくをあ／またかし

ゑ 志ゆを四季二き か
のいピtう たり�

へ／し休、迷途道中うの旅のな

をこ春卜云云／
a • 恥てて，"'く じペ・

妥二於天竺二ぎおん志ゆ者／あい

く 大王卜申薔呈ぁり。此ふ産御J
,.-,、9 つ し、 すら� は,, さI.

入滅之時。 則チ三

箕／とき二、旦

（以上8丁裏）
I, ・

途川二いたり、
·/ 

途川の姥申丹は、なんぢ生／辿
E ヽ9 ・ 七 "

初むるとき、我が祖埓卜なりて、
,,. く ,, 1 

三／尺のゑなぎぬを沿春。未だ
" ・“
白布壱尺もほうぜ春。なんぢき

,,,, 
たる物／はぎとる卜いかり給ふ。
そ,,'、

其時に」（以上9丁表）ひめ申さ

王 れノヽ矢呈の ひめな

十三問十 三仏二ひゆ春。

緑勺（以上10丁哀）六つ有。南

11丁裏）

南無阿弼陀佛御十念／

ぎぽう

無阿弥陀仏の六字ひゆ／春。は

者二問笛九尺蔽て九品の
,, ャ ・；�-;

浄土。 ／けかすかヘハ六万九千
; "'"'へこれ

三百八十四、 ／鎚是法華経乃
1、 ,. よ,,

文字にひゆ春。／自 (2) 苦人 (I)

,,.. ,,
-

Lf, 

外休春レ渡。 ／ニッfFはゑ智乃
,,,.,,,. ぅ

衆生をわたさん」（以上11丁表）
いし，'I. ,Cづ：f

が た め、 石栢と名附、
・.,., ひかん，'�-;

秋彼岸中日に此柏に百三十／六
f・ ;.. .. , ↑ わた ごくらく,,_-,.・）と

端白布を掛渡シ、／極楽浄土の

酋房／浄土江

毎年／

志ゆごんして、
,. う占そ--;

往生春る事／無疑者也。 』（以上

七 Lう ＾｀＇） ふ 七

施主／被成ませ、布施ハ是菩提か

てとて／本豚へiぶ介ると應召バ、

御たいげ／も御座れ ども、宵も
み、，し・ ：・ ね こヽ9 し0つし々・；

未来の種／此裟婆へ 御出生被成
これ いっl.• , -� ヘ

て、是が／一色之も之故かよう二

御春々め申、』（以上12丁目哀）大
くうで人．

御供ハ百文二而、本椋御宮殿之／
.,,, 
内い徒れ成共、御志 シ次第、又／

小御供と申て御たいげな方ハ／三

人もやい二而、壱K翠へ上ル時ハ／
づ. �"' --

二代三拾弐銅宛て備ま春。／ろう

そくの志 シの御方ハ壱丁」（以上
とう.,.-,

13丁目表）五文宛焙明志シの御方
みな

ハ三文／宛皆様御志シ方ハ御上可
ながれu;.,;,,-; ならJ

被成／又七月十 六日二流潅頂井
七 が 、 ，• こ·)

二／施餓鬼仕候て廻向仕れバ小／
-，々-;'

そと者壱本百文宛経木唸枚／三文

宛也。御娼灼．。j (以上13丁目淡）

60)「阿育王」（『総合仏教大辞典編

梨委貝会j所収、法蔵館、1987年

11月）。「インドのマウルヤ王朝3

代目の英主で、バータリプトラに

都を定めてほとんど全インドを統

ーし、その勢力は シリア、エジプ

るるハ、

右之通り（塗りつぶし）作苫／
｀てこのとこ,,,、 さIこ ね 9ん,,、・・ ，，た り

ー扱此所者北乃涅槃門二当り、
．じ<••; じ + .; lんし ・ 4

葬（生）死乃／葬政所こん者具
ゆへ ''". .., こ，，ん

のし志う乃とこ故、／各様方先
々 り<· うしん ポ だい

祖代々、又ハ両親菩提」（以上12
ク邸t

ザん

二世女栄ため二御膳を御

卜にまでおよんだ。紀元前268年

即位（治世年時には異説が ある）。

王はウパグプタを師として仏教の

信者となって以釆法による勝利こ

そ最上の勝利であるとして、仏教

の梢神にもとづく政治を行った。

磨厖•石柱の詔勅発布、寺塔の建

立、法大官の設骰、伝道師の派辿

など仏教に関する事紹は多い。 キ6

り。 ／ゆるしてと申 。姥いかり
，，ヽ・ ' ., を ・；

て申る王、／迷途述に王王な志
＜ 

と申なり。／ひめ此苦をのか辿
それ ,, ・パ

がたく、夫な裟婆へ／与みがへり

た南伝では、王の治世に仏典の編

築（第三結集）が行われたと伝え

る。」

丁表）

67 




